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序文 
 

のかかわっている学校がもっとインクルーシブなところになるた

めにはどうしたらいいか、この冊子を読めば、いくつもの方法が

あることがおわかりになるでしょう。 

 

よりインクルーシブな学校をつくろうとする運動は、20世紀の終わりの20年間を特徴

づける、この上なく希望にあふれた特色の一つでした。さらに、21世紀の初めの50

年もそうであってほしいと希望し、期待しているところです。 

 

真にインクルーシブであろうとする学校は、互いに関連し合う５つの価値観あるいは

原則を⾏動の指針としようと試みます。 

 

まず第一に、これはいうまでもないことですが、インクルーシブをめざす学校は、「排

他的」ではなく、「包括的（インクルーシブ）」な場であろうとします。それが現場で

実際にどういうことであるのかという具体的な例が、この短い本のなかに紹介されて

います。遊び場での実践例、ほうびと制裁、お祝いの⾏事、⾔語、カリキュラム、と

りわけ人が互いにかかわりあおうとする⾏動などです。 

 

第二に、上のことにも関連していますが、インクルーシブであろうとする学校にいる

人たちは、「知性とは、全体的な、遺伝による、固定したものであるというより、む

しろ、多面的なものである」と確信しています。そのために、あらゆる知性を称賛し、

また自分たちの努⼒によって、さまざまな知性を増大させることができると信じてい

るのです。 

 

第三に、成功に限界はない、すなわち、すべての人がそれぞれ異なった成功をおさめ

ることができると確信を持っています。 

 

第四に、インクルーシブをめざす学校においては、「規範的」評価ではなく、「絶対的」

評価を使っています。すべての子どもたちは、自分のベストであるところから、もっ

とよくするようにと奨励されるのです。――それには、しばしば教育評価が使われま

す。そのため、子どもたちに「優秀」「普通」「低学⼒」とラベルをつけることには慎

重です。 

 

最後に、インクルーシブをめざす学校では、「学習は生涯にわたる」活動であり、「こ

れっきりで終わり」の面倒でつまらない作業ではなく、義務教育で規定されている年

限が終われば離れてしまうものというより、むしろ楽しさを感じられる活動であるこ

あなた 
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とを証明しようとしているのです。 

 

当然のこととして、これらの原則が実践されている実例は数え切れないほどあります。 

 

この冊子の優れている点は、教えを説いていないところです。また、疑問を投げかけ

ているのでもありません。ただいくつかの学校で、インクルージョンを実際に⾏える

ように、どのように手段を講じたのかという、⽣き⽣きとした実例を提示しています。

これを読めば、誰でも、そのような方策を講じたおかげで、クラスや学校がよりイン

クルーシブで、とても楽しい場になったことがすぐに理解できるでしょう。 

 

ロンドン学校監察官 

ティム・ブリッグハウス教授 
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前書き 
 

 

から16歳のまでの間、私たちはみんな学校に⾏かなければなりません。

これはもうそう決まっています。学校を避難場所のように感じる子もい

るでしょうし、監獄だと思う子もいるでしょう。意気揚々と学校を後にする人もいれ

ば、うまくいかなかったと思いながら去る人もいるでしょう。友人と共に笑顔で過ご

した楽しい時間を思い出す人もいるでしょうし、ただ孤独であったとか、いじめられ

たことしか記憶にない人もいるでしょう。特別な配慮を必要とするために学校に入学

できない子どもたちもいますし、配慮のせいで学校からはじき出されてしまう子ども

たちもいます。学校で私たちがどのような経験をするか、それはさまざまでしょうが、

おとなになった私たちの今の姿を形づくるのに、学校は大きな影響を与えているので

す。 

 

学校は、私たちが家族の外に出てはじめて出会う社会です。そこで私たちは、どのよ

うな扱いを自分が受けるのかということ、どのように他の人に対すべきかということ

を学びます。私たちが身につける価値感は、その後の私たちの人生にずっと残るでし

ょう。学校で排除されたり問題視されたという経験をした人は、このようなことがす

べての人に及ぼす危害を理解しています。第⼀に、周囲から⼤切にされなかった人は、

自分は周囲から手ひどい扱いを受けるのだと思うようになっていきます。そして、自

尊⼼と⾃信を失い、学ぶことをせず、時に怒ったり他の人を傷つけたりします。もし

他の⼈がひどい扱いを受けているのを⾒かけたら、同じことをするようになってしま

います。第二に、支援が必要な人と一緒にいて、その人は支援が必要だから支援をし

てもらうためにどこか別のところに⾏かないといけないと教わったなら、私たちはい

つも互いに助け合うことはできないと感じることになるでしょう。 

 

インクルーシブ教育という概念は、みんなが学校に⾏かなければならないのなら、学

校は誰でもみんな喜んで受け入れる場であるべきで、誰かを排除したりしないという

考えから生まれています。もしすべての子どもたちがこのことを経験すれば、その子

どもたちはおとなになってインクルーシブな社会をつくることができるでしょう。な

ぜなら、彼らは小さい時にどのようにすればそういうことができるかを学んでいるは

ずですから。 

 

完全にインクルーシブな学校はどのようなものであるかということを説明するのは、

まだ現実にそういうものが一つも存在していないために、たやすいことではありませ

ん。しかし、新しい、わくわくするような、いろいろなやり方で、別の方法を試みよ

うとしている、幼児センターや学校や大学が、たくさんあります。このような学びの

５歳 
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場には、いくつか共通な点が⾒られます。すなわち、次のようなことです。 

 

そのような学校では、すべての子どもたちにとって、自分たちが必要とされ、自分た

ちが属する地域社会の一員であると感じられることが必要であると信じています。 

 

そのような学校では、すべての子どもたちは、考え、学ぶことができると信じていま

す。 

 

そのような学校では、子どもたちの弱さや障害をあげつらうのではなく、子どもたち

のできることに基づいて事を進めていくことが⼤切だと信じています。 

 

そのような学校では、⼦どもたちの⾏動がコントロールできない状態になった時に必

要なのは、罰ではなく、支援であると信じています。 

 

そのような学校では、違いとは、何かをそこから学ぶべきものであり、歓迎すべきも

のであると信じています。 

 

そのような学校では、子どもたちを尊重します。 

 

そのような学校では、子どもたちを励まし自信を与えます。 

 

そのような学校では、親たちにかかわり巻き込んでいます。 

 

そのような学校では、人を平等に扱うということは人を全く同じように扱うことだと

は考えません。 

 

そのような学校では、学校は家族や地域社会にとっての資源であると考えています。 

 

そのような学校では、インクルージョンについての自分たちの考えを、子どもたちだ

けではなく、スタッフにも適用します。 

 

この冊子では、このような学校で⾏われているすばらしい実践例のいくつかを紹介し

ています。それらの実践例は、すべての⼈が所属する未来への⽅向を指し⽰す「可能

性のスナップショット」なのです。 
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友情がいちばん大切…… 

 

ビドー幼年学校は、脳性マヒで声を出してしゃべることができないウィリアム

にとって、いちばんの⾏くべき学級です。ヴィタ、リーガン、ルーシーとナタ

ーシャは、ウィリアムの特別の友だちです。ヴィタに言わせると、ナターシャがいつ

もリーダーで、いちばんウ

ィリアムの手助けをしてい

ます。ナターシャは、ウィ

リアムが望んでいることを

読み取ることができるので

す。彼⼥は彼の目の動きを

⾒ます。ナターシャのママ

は、こう言います。「ウィリ

アムは、ナターシャにとっ

て、ずっとすてきな存在な

の。最初は彼のことを怖が

ったんだけれど、今はいち

ばん親しい友だちの一人で

す。彼は危険な存在ではな

く、異なるニーズを持った

子どもなのだとわかったの

ね。それがナターシャの自

己尊重と自信を増して、『ひ

とに与えること』ができる

ようになったの。ナターシ

ャは、ウィリアムが学校に

来るって知ったら、いつも

より活発になるの。朝起き

て、『今日はウィリアムの日

だね！』って言うのよ。ウ

ィリアムが学校に来る日は、たとえ自分が病気でも、絶対に学校を休みたくないって。

二人の間には、特別の友情があるのね」 

 

ダ 

「『今日はウィリアムの日だね！』ウィリアムが学校

に来る日は、たとえ自分が病気でも、絶対に学校を

休みたくないって、ナターシャは言うの。二人の間

には、特別の友情があるのね」 
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子どもたちは、友だちを持つことは学校

でいちばん⼤切なことだと、いつも⾔い

ます。いわゆる「普通」の子どもたちと

「普通でない」といわれる子どもたちと

の間の友情は、すべての人に、人間であ

るということについて、私たちが皆お互

いに必要としあっており、互いに与え合

うことができる贈り物をみんなが持って

いるということについて、⼤切なレッス

ンを教えてくれます。 

 

「遊び時間でいちばん楽しいのは、ウィ

リアムの⾞椅⼦を、小高くなったところ

に押していって、とっても早く下りてい

くの――私たちみんな、それにひっ捕ま

って駆け下りていくのよ。⼿は離せない

の。だって、⾞椅⼦からウィリアムが転げ落ちてけがをしたら、大変だもの。ウィリ

アムが怖がっちゃいけないから、みんなでしっかり⾞椅⼦を握っているのよ。ウィリ

アムと一緒に本を読むのも楽しいわ。本を二冊差し出すと、ウィリアムは読みたいほ

うに目を向けるから、私たちは彼の目の動きを追うの。キッパーの本*が好きね。ル

ーシーとヴィタが本を⽀えて、⾴をめくるの。ナターシャが⾔葉を読むのよ。ウィリ

アムは⾞椅⼦から出ると、床に寝て活動に参加するから、私たちもごろりんと一緒に

寝転ぶの。ウィリアムがソフトプレイコーナーのほうに⾏くと、私たちもそっちに⾏

ってごろごろ一緒にころがり回るの。ウィリアムがクラスにいて一番すてきなのは、

ハグしてぎゅっと抱きしめたりすることよ」（ダビドー幼年学校の⼦ども） 

 

*訳者注：わんぱく三兄弟と愛犬の出てくる、人気の絵本シリーズ。 
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コッテスブルック幼児学校では、運動場にフ

レンドシップ・ストップ（友情の停留所）を

設けています。６人の子どもたちが、運動場

でのバディー（相棒）であることを示す特別

の帽子をかぶっています。彼らは、仲間はず

れにされたりいじめられている子どもがいな

いか、注意して⾒ているのです。 

 

 

 

 

 

 

ウェストブリッジフォード小学校では、子どもたちは、自分が困っていることを話し

たり、問題解決の⽅策を⾒つけられるように、互いに助け合う、「仲間グループ」を

作ってもらうように、頼むことができます。キャロルは、かつて友だちと何度か⼝げ

んかをしたと、次のように話してくれました。 

 

「私たちは、以前は何日も続くような言い争いをしたものですが、今ではそんな争い

は20分しか続きません。『仲間グループ』が、問題について話し合ったり、支援の方

法について考えるのを、助けてくれます」 

 

ある少年は他の⼦どもたちと⼀緒にうまくやっていくのが困難でした。「仲間グルー

プ」にいる彼の友だちの一人が、次のように説明してくれました。 

 

「時々君は船から海に落っこちて、そこでぷかぷか浮かんでいるような感じなんだよ

ね。僕らは、君のライフジャケットだ。君は、ただ手を伸ばして、僕らを身につけれ

ばいいだけさ」 

運動場でのお約束： 

◆私たちは、一緒に遊んで、お互いに気を

配り合います。 

◆私たちは、見回りのおとなに敬意を表し

ます。 

◆私たちは、他の遊びをしている子どもた

ちとうまくやっていきます。 

◆私たちは、警告の合図を聞いたら、じっ

と立っていて、おとなしく列に並びます。 

◆私たちは、ごみはゴミ箱に入れます。 
ここは、私たちのフレンド

シップ・ストップ(友情の

停留所)です。 
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「障害のある友だちがいるの。ドミニックっていうのよ。私たち、幼稚園が一緒だっ

たの。ドミニックは今年私たちの学校に⼊ってきて、私たちとても仲良くなったのよ。

時々お昼の給食を、私、彼に食べさせてあげる

の。ずっと友だちでいられる人って、会えばわ

かるでしょ？ 私には、彼のこと、彼がどう感

じているのか、わかるし、彼は、私のこと、私

がどう感じているのか、わかってくれる……。

ドミニックは、私が元気になるようなことをや

ってくれるの……。時々面白いことをするし、

私が思わず笑ってしまうような顔をしてくれる

のよ」（カークヒル小学校 カースティー） 

 

友だちの輪 

 

時々子どもたちは、友だちを作ったり、

友だち関係を続けるために、支援を必

要とすることがあります。誰かおとな

の⽀援を得て、「友だちの輪」がたちあ

げられて、一人ぼっちで怖がっていた

り、排除されるおそれのある、特定の

クラスメートについて、仲間でいられるように一緒に考えようとする有志の者たちを

取り込んで、かかわっていくことができるでしょう。グループの集まりを定期的に開

いたり、おとなの世話人に来てもらい、⾒守ってもらって集会を開くこともやればい

いでしょう。 

 

ブルーコート学校で、アローシャは

友だちの輪を作ってもらい、毎週集

まっています。友だちの輪に加わっ

ている男の子は、次のように話して

います。「アローシャは僕らの一員

で、仲間はずれにされているとは感

じていないです。彼⼥は僕らと同じ

ような外⾒をした子で、僕らの友だ

ちです」 
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違いは、そこから何かを学び取る

ためのもの…… 
 

学校では、444人の児童のうちで、20人以上がろう者

や聴覚障害者です。このような児童たちのインクルー

ジョンが、学校の基礎構造の中に組み込まれています。幼稚園やホールや視聴覚セン

ターの壁には特別に線が引いてあり、教師たちは教室で無線補助システムを使ってい

ます。学校の職員の多くがイギリス⼿話の第⼀レベル講習を修了しています。ろう者

の講師が、ろうや聴覚障害の児童や親たちのために手話クラブを開いています。この

⼿話クラブのおかげで、ろうの⼦どもたちは⾃分⾃⾝や⾃分たちの使う⾔葉に誇りを

持つようになれますし、また、健聴児童が友だちに手話を使えるようになります。一

人一人の児童は、口頭／聴覚（話し⾔葉）か、手話か、それとも両方を組み合わせる

のか（トータル・コミュニケーション）、自分の望むコミュニケーション方法を選択

することができます。 

 

「子どもたちも私に教えてくれます。みんなが学習者であるという、すてきな状況で

す」（担任教師 ゲイル・モロイ） 

ジュビリー 



18 

「サラはダウン症です。サラがカークヒル学校に来るにあたって、私たちは大変心配

していました。彼⼥を⽀援するための⼗分な研修を私たちは受けていないと思ったの

です。私たちはダウン症についてよく知っている人に来てもらい、ダウン症について

のあらゆる知識を教えてもらいました。でも、それは間違いでした。おかげで私たち

は彼⼥の障害にばかり注目してしまい、ますます心配になってしまいました。それが

すっかり覆ったのは、ある日私たちがサラに、「いや！」ばかり言うのはやめなさい

と言った時のことです。彼⼥は紙を⼀枚取って、「いや！」とそこに書き、先生に手

渡しました。その時はじめて私たちは、サラのダウン症ではなく、サラ⾃⾝を⾒るよ

うになったのです。彼⼥にはどんなことが他

にできるだろうと、私たちは考えました。彼

⼥は熱⼼な読書家になり、野外活動を含め、

あらゆる活動に参加するようになりました。

彼⼥には無理だろうと私たちが思った山にも

登りました。他の子どもたちから『市⺠賞』

を獲得して、今では、ここで一緒だった友だ

ちと共に中等学校に⾏っています。サラのお

かげで、私たちは他の障害を持つ子どもたち

を、自信を持って受け入れられるようになり

ました」 

 

「キャメロンは、自閉症の一種といわれる、アスペルガー症候群という、障害を持っ

ています。彼がカークヒルに来たのは、別の学校で教師に悪態をついて、追い出され

たためです。私たちは彼が悪態をつくからといって罰することはありません。コミュ

ニケーションが彼の障害の一つであると知っているからです。他の子どもたちが彼の

まねをすることはありません。インクルージョンとは、みんなに同じ扱いをするとい

うことではないと、子どもたちにはわかっているのです」 

 

ジョージグリーンズ学校では、地域社会での人種差別がそのまま教室の中に反映され

ていました。白人の子どもたちは皆一緒に座り、アフロ・カリビアンの子どもたちは

彼らだけで、ベンガル人の子どもたちはベンガルの子ばかりで、それぞれ固まって座

っていました。子どもたちはお互いの名前さえ知らずにいました。そんなことでは互

いに学び合うことができないと主任教師は子どもたちに話し、学校全体でそれらのグ

ループを混ぜ合わすような座席配置を強制的に⾏いました。しばらく時間がかかりま

したが、今では子どもたちはお互いに本当のつながりを築き、地域社会がずっと親し

くなりました。私たちがどんな風に「みんな違って、みんな平等」であるかというこ

とがよくわかるような写真をあちこちに置いて、そのことを示しています。 
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「カーラは、私⽴学校で排

除され、カークヒルに来ま

した。彼⼥は⼀⽇30回以上

てんかんの発作を起こして

いました。私たちは彼⼥を

歓迎しました。すると、ち

ょうど５週間たった頃から、

彼⼥は、目に入るものすべ

てを口に入れてしまう、⾒

た目にも非常に厳しい自閉

症の子どもから、私たちの

学校社会の陽気なメンバー

に変わったのです」 

 

 

 

 

 

「ダビドー幼年学校には、ダウン症の児童が⼆⼈います。そこで、私たちは、彼らが、

地域で『インクルーシブな』生活を送っているダウン症のおとなに会えば、自分たち

が成⻑した暁にどんなことができるようになるか、学べてよいだろうと思いつきまし

た。ところが、学習に困難があったおとなは、ほとんどの人が私たちのところのよう

な普通の学校に来る機会がありませんでした。私たちは、24歳で、学習に困難のある

おとなのためのデイセンターに来ている、マリアという⼥性を⾒つけました。私たち

は、マリアに、火曜日の午前中学校に来て一緒に働いてくれないかと頼みました。マ

リアは、ここにやってきた当初は、コーヒー一杯を入れることもできませんでした。

自信がなく、自分で自分のことをやる経験もなかったからです。今では彼⼥は⾃信に

あふれ、私たち職員の一員となっています。私たちはマリアがダンスのグループに入

っていることを知り、そのグループの人たちに学校に来て子どもたちのためにダンス

の披露をしてくれるように頼みました。子どもたちは釘付けになりましたよ」 

 

「嚢胞性繊維症であるためにいじめられて、他の学校からターブズグリーン小学校に

転校してきた⼦どもがいました。彼⼥は、主任教師である私に、みんなに自分のこと

を話してほしいと頼んできました。障害を持っていることを他の子どもたちに伝えて

くれと頼んだのです。私たちは一緒にがんばろうと決めて、彼⼥は集会でみんなに話

をしました。すると、私たちの学校では、誰かが彼⼥をいじめるという問題は、⼀度

も起こりませんでした」 

ダビドー幼年学校の、ある子どもは、友だちのやっ

ていることをまねして、教室で楽しめるのは一つだ

けではないということを学びました！ 
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ハンプステッド学校では、子どもたちのさまざまに異なる能⼒を貴重な教育資源とし

て利⽤しています。ここでは、ほとんどの科目で能⼒別のグループに分けていません。

そういう風に分けようとすると、たとえ特別に教師を配置したり、より小さなグルー

プに分けたりしても、多くの子どもたちの成果がむしろ小さくなることに気づいたの

です。一緒に教えると、子どもたちどうしで、自分のほうが誰かよりよくできるとか

できないとか思うよりも、むしろ互いに助け合うのです。学習を⾏う場として、より

安全な雰囲気が生み出され、どのレベルの子どもたちの経験も制限することがありま

せん。 

 

「ハーベイは、４歳の時はじめてカークヒル学校にやっ

てきました。彼は、『おはようございます。僕の名前はハ

ーベイです。洗濯機が好きです』と言いました。そして、

洗濯機について、40もの質問をしました。私たちが彼に

自分の絵を描いてと言うと、彼は……洗濯機の絵を描い

たのです！ ハーベイは、私たちに自閉症がどんなもの

なのかを教えてくれました」 

 

 

「トムは、私たちローランドヒル幼児セ

ンターのよちよちさんオポテュニティー

グループからスタートしました。はい回

ることしかできず、彼のママは彼がグル

ープの中でどうやっていけるか、不安を

抱いていました。私たちは、彼が外の庭

ではい回っている間に、彼がどんな服を

着たらいいのかと考えました。２、３週

間の間彼はあちこちはい回り、他の子ど

もたちも一緒に彼の周りをはい回りまし

た。彼は遊戯装置の上ではい回り、他の

子どもたちも彼のまねをしました。トム

がはい回らなければ、他の子どもたちは

そんなことしようなんて考えもしなかっ

たでしょう。今トムは気取ってあちこち

歩き回っています。彼の顔がドアのとこ

ろにふっと現れるんですが、大概そんな

ところにいるはずない、というようなと

ころに現れるんですよ！」 

ローランドヒルでは、多様性は強みと

考えられています。 
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「嵐の中の⼦どもたち」は、ハンプステッド学校に設けられたチャリティー事業です。

この学校では難⺠の⼦どもたちを多く受け入れています。その子たちは、語るべき驚

くような物語を持っているのです。 

 

「私たちが人々について抱く思い込みには、間違っていることが非常に多くあって、

ボスニアや、ソマリアといったところからやってきた生徒たちに対しても誤解があり

ます。彼らは皆語るべき物語を持っており、彼らは皆⼤切な資源であるのです」 
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けんかしなくても、ニーズは満た

せる…… 
 

の小学校が統合されて、キングスアベニューという、１つの新しいイ

ンクルーシブな学校が生まれました。３つのうち１つの小学校は、弱

視や目の不⾃由な子どもたちのための特別学校でした。子どもたちのインクルージョ

ンを支えるために、新しい学校へ移る児童と共に、特別学校の教職員の何人かが新し

い学校に転勤してきました。新しい学校が建設される時には、身体障害を持つ子ども

たちに便利なようにすると同時に、学校が明るくはっきりと⾒えるようにするために

さまざまな⼯夫がなされました。⻩⾊いガイドラインがすべての廊下に引かれていて、

視覚障害を持つ⼦どもたちが⾃分の進む道を⾒つけやすいように助けてくれます。す

べての子どもたちが普通クラスで一緒に授業を受けています。勉強は、大きなプリン

トや、必要なら点字を⽤いて⾏います。ある特別のプロジェクトでは、視覚障害を持

つ子どもたちは、自分たちがどのようにものを⾒ているか、写真を撮るよう勧められ

ました。それらはその後、⾒るだけでなくさわって感じられるようにエンボス加⼯さ

れ、すべての生徒にとって身近なものになりました。 

３つ 

⻩⾊いガイドラインがすべての廊下に引か

れています。 
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ターブズグリーン小学校では、障害を持つ親が、校⻑に、「もうすぐ私は娘の授業を

⾒に⾏くことができなくなってしまうでしょう。というのは、教室が階上にあり、自

分の⾞椅⼦を乗せて上がれるエレベーターがないからです」と話しました。このこと

で校⻑と理事はアクセスの問題に気がつき、地方教育委員会が教室を増設するための

資⾦を提供してきた時に、教室はこれ以上いらないから、今ある教室によりよくアク

セスできるようにしたいと言いました。アクセスがよくなるように何か手を打たない

と、学校は、障害を持つ子どもや、訪問客や、教職員や、両親を受け入れないことに

なる、それはおかしいと思うと言ったのです。そこで、エレベーターをつけて、スロ

ープや、⾞椅⼦の⼊れるトイレや、⽇常⽣活の介護を⾏う部屋や、リラックスできる

部屋や、理学療法の部屋を設置するために、そのお⾦を使いました。コンピューター

実習室を作る代わりに、この学校では、どの授業にも持って⾏けるラップトップのパ

ソコンを16台買ったのです。 

 

「いちばんできない⼈のために備えようと⽴ち⽌まれば、それはすべての⼈の役に⽴

ちます」（ターブズグリーン小学校 校⻑） 

 

ジョージグリーンズ学校では、毎朝８時から、無料

の朝食を、必要とする教職員や子どもたちに提供し

ています。 

 

ローランドヒル幼児センターでは、高レベルの支援

が必要な子どもたちもすべてインクルージョンされ

て一緒にいます。経管栄養が必要な子どもたちもい

て、職員は経管栄養の操作ができるように教育され

ています。言語聴覚士がセンターにいつもやってき

て、別室で一緒に作業するために何人かの子どもを

連れ出そうとしましたが、⼦どもたちは⾏きたがりませんでした。今や子どもたちは、

友だちと一緒にいます。理学療法を含めて、子どもたちが必要とするであろう特別の

支援は、毎日の学習や遊び活動の一部とされています。 

 

ダビドー幼年学校に⾞椅⼦を使う⼦どもが来ることになりました。彼の⼊る学年グル

ープは階上で授業を受けていましたが、エレベーターがまだ学校には設置されていま

せんでした。特別支援コーディネーターは、その子どもが一階で授業を受けられるよ

うに、すべての教師に今使っている教室をみんな取り替えてくださいと頼むのをため

らっていました。しかし彼⼥が頼むより先に、インクルージョンでウィリアムを受け

入れるためには、学校をひっくり返す価値があると決めたと、教師たちのほうから彼

⼥に⾔ったのです。 
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クリーブズ小学校では、著しく学習が

困難な子どもたちを受け入れています。

この学校には４つのウイングがありま

す。教師と児童は当番表にしたがって、

教材の置いてある場所を回っていきま

す。教師はチームを組んで、計画を作

成し授業を⾏うので、いつも⽀援が確

保されています。 

 

「大きなバランスボールの上でぽんぽ

ん飛び跳ねている子どもに数学を教え

ているところが、他のどこにあるでし

ょう。だって、こうしないと彼は部屋

の中にじっとしていることができない

のですから」（教師 カトリーナ・ワ

イルド） 

 

タックスウッド初等学校では、古い⼾棚が、そんなことが必要な⼦どもたちにとって

の静かな「感覚刺激」の部屋になっています。 

 

「ある男の子は、ほとんどここに住んでいましたよ。爆発しそうになると、おとなと

一緒にここに来て、落ち着いていったのです」（校⻑ スー・イーグル） 

カークヒル学校で、ケネットは、彼⼥を⽀

援してくれる拡大キーボードとコミュニケ

ーションボードを持っています。 
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子どもたちは、難しい状況に対処

できるように支援を受ける…… 
 

ェストブリッジフォード小学校では、子どもたちは、自分の⾏ったことに対し

て罰せられる代わりに、自分の感情を⾒つめて、理解し、⾃分で⾃分の感情の

⾯倒を⾒るように⽀援を受けます。校⻑は次のように語っています。「子どもたちが

懲罰で蝶のようにピン止めされて、仕返ししてやろうとばたばた騒いでいるような壁

から、外れられるようなチャンスを、私たちは子どもたちに与えているのです」 

 

ジョシュは次のように

言っています。「以前は

僕、あまり⾏儀よくな

かったんだ。最初ここ

に来た時には、あまり

この学校のこと、好き

じゃなかったんだけど。

先生たちにたくさん助

けてもらった。ここの

先生たち、僕に向かっ

て怒鳴らない。先⽣た

ちはこう聞くんだ。『大

丈夫かい？』『何か問題

があるの？』『あなたは

どう思う？』って。今

では何か問題があった

ら、先生たちにそのこ

とを言えるよ。だって、

先生たちを信頼してい

るからね」 

 

ウ 

「子どもたちが懲罰で蝶のようにピン止めされて、仕返

ししてやろうとばたばた騒いでいるような壁から、外れ

られるようなチャンスを、私たちは子どもたちに与えて

いるのです」 
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ハンプステッド学校には、⼦どもたちの情緒⾯と⾏動⾯の⽀援を一体となって⾏うよ

うなチームがあります。チームは、カウンセラー、ユースワーカー、ソーシャルワー

カー、看護師の各々１名と、11年級（訳者注：最終学年）についてはコネクションワ

ーカー１名が加わって、構成されています。学習助⾔者の⻑であるグレンが、チーム

の運営を⾏います。チームのメンバーは、情報を教えてもらい一緒に問題に取り組む

ために、他の主要スタッフと昼食時に顔を合わせます。このチームの支援を得る子ど

もたちは、他の学校から排除されてしまった子どもたちであったりします。そんな子

どもたちがカウンセリングや集中的な学習支援を受けるためにプライバシーが必要と

なる時に使えるよう、学校は建物の中にいくつかの部屋を指定して、「ハウス」と呼

んでいます。子どもたちは、自分で自分の目標を定めます。その中には、絵画や装飾、

⾃動⾞整備、左官⼯事、れんが積み⼯事といった、カレッジの臨時講座への参加も含

まれています。 

 

「ジョージグリーンズ学校

で、私たちは、期間を定め

て子どもたちを家に帰して

排除するということをやめ

ようと決断しました。子ど

もたちはいったん学校から

出てしまえば、彼らを監督

したり支援したりするよう

なおとなが誰もいない危険

な環境や困難な状況の中

に一人置き去りにされるの

だということにはっきり気

づいたのです。その代わり、

私たちは監督付きの『謹慎

ルーム』を設けました。子どもたちは他の友だちよりも遅くここにやって来て、遅く

帰ります。休憩時間も外に出ず、部屋の中で食事をします。彼らにはやるべき作業が

与えられます。当然のことながら、彼らはこれを嫌がり、結果として、停学処分の件

数は劇的に減少しました。４年あまりの間、私たちは退学処分を出さずにすんでいま

す」 

 

「私がスーに会うようになったのは、私が８年級でクラスが変わって友だちと話さな

くなってからです。私はある授業から追い出されたんです。――すると、スーは、い

つ私が許されて授業に戻れるのかを担当の先生に聞いて確かめてくれました。――そ

のクラスはレベルが高いので、スーは私が教科学習をするのを手助けしてくれました。

――スペイン語をする代わりに、私はここに来ていたのよ。スーは、私にもっと勉強

グレンと、「ハウス」の生徒たち 
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をする時間をとるようにと言って、その後で私が勉強をするのを助けてくれたわ。そ

して、秘密にしておきたいような問題が起きても助けてくれた。――先生はそんなこ

とって、聞きたがらないんだけどね。自分たちの問題をみんなで話してお互いに助言

し合えるように、同じ年の⼥の⼦たちのグループを作ってくれたの。あなたもスーに

会って話したいと思うんなら、会って話せるような時間をいつでも彼⼥は作ってくれ

るわよ」（カレン） 

 

「僕が９年級の時、お父さんとの間に問題があったんだ――いつも僕は壁を殴ってた

――いいことないよ、指の関節が壊れるんだ。生物の先生との間にトラブルがあった

――僕はここに来て、グレンが僕を元に戻れるよう助けてくれた――僕はここに来て、

グレンにいろんな問題や学校について話すことができた――結局僕は生物(A)の授業

を最高点をもらって終了することができた――僕は自分でそれができたんだ。先生な

んて必要じゃなかった。誰か話すことができる人がいたってこと。だって、家にはマ

マと僕しかいなかったんだもの」（ジョセフ） 

 

「８年級の時に、ここにアンガーマネジメント（＝怒りを他⼈にぶつけないように処

理すること）のために来ました。僕は本当にすぐにカッとなって、ガラスにこぶしを

ぶつけたりしていたから。グレンは僕に、けんかせずにどうやって状況を切り抜ける

かということについて助言してくれました。家の中での問題について、僕を支援し助

言をくれました。僕は急にカッとなって怒り出したりしてました。――今ではどうや

って我慢するか学びました。グレンは、授業で僕のやってしまう綴り間違いを手伝っ

て直してくれました。僕に自信を与えてくれました。新しい友だちや、おとなとかも

っと他の人たちとのつながりを、僕に与えてくれました。前よりできることが僕には

たくさんあると気づきました」（スティーブン） 

 

「８年級の時に、アンガーマネジメントの支援を受けるためにここに来ました。私は

男の子たちに対して暴⼒的だったのです。スーとグレンが私を指導してくれて、私は

うまくいきました。スーは私の授業課題の締め切りに間に合うよう助けてくれました。

そして、家族の問題や学校の中や外での問題について、私に話してくれました。私が

助けてほしい時、スーは決して背を向けることはありません。もともと怒りを感じた

時に私は来るだけだったんですが、私にはもっといろんなことに対しての支援が必要

だと私たちは気づいたんです。今では成績がみんなよくなってきたし、もう私は暴⼒

的ではありません」（ジョアン） 

 

「別の学校でトイレを壊して、７年級で退学になって、その後９年級でここに来たん

だ。まる１年間は家で家庭教師についてた。グレンがうまくなじめるよう手助けして

くれた。この学校はずいぶんと違う。制服を着なくてもいいし。この学校はみんなそ

れぞれに違うという考え方が好きなんだ。違う文化の人たちがたくさんいて、けんか
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はそんなにないし、暴⼒的ではないし、あちこちに先⽣がいるし。――先生の数のこ

とじゃないよ。――この学校は、丸ごと１つの学校――もし誰かがいじめられたら、

学年全体が気を配って、⽀える。――傍観して笑っているんじゃなくて、何が起こっ

ているんだと聞いてきてくれる」（ピーター） 

 

ジョージグリーンズ学校で、⽗親が⾃殺したある⼥の⼦は、毎⽇学校に来るのだけれ

ど、授業には出ませんでした。彼⼥は図書室に⾏って、⼀年間ずっと泣いていたので

す。学校は彼⼥のために死別カウンセリングが受けられるように⼿配して、彼⼥が⾃

分の⾏動計画を⽴てられるよう⽀援しました。彼⼥はしっかりそのプログラムにのっ

て、必要とする支援を何でも求めてきました。そして、次第に悲しみに沈む人から幸

せな人へと変わっていき、再び学習ができるようになったのです。 
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恐れず、新しい考えを試してみ

る…… 
 

で触れることによって心を安らがせる⼒が⽣まれることが、学校における国際

マッサージプログラム（ＭＩＳＰ）に参加しているガーデン小学校では認めら

れています。毎日子どもたちは２人一組になって、お互いに10分ずつ、頭、首、肩と

背中に、簡単なマッサージを⾏います。⼦どもたちは、マッサージをしていいですか

と聞いてからマッサージを⾏い、⼒の加え⽅はこれでいいですかと確認します。マッ

サージに参加するかどうかは子どもたちが選択しますが、このように選択するという

ことは通常学校では⾏われていないことです。この選択ということが⼦どもたちに⼒

を与え、生活の別の場面でも自信をつけてくれます。 

 

「最初試験的なプログラム

としてマッサージを取り入

れた時、私はその結果が信

じられませんでした。学期

の中休み*が終わった時、マ

ッサージを⾏っていたクラ

スが突然変わったのです。

子どもたちは以前よりとて

も落ち着いて、お互いの気

持ちがわかるようになった

のです。いじめや攻撃がは

っきりと減りました。お昼

休みにどっと私のところに

送られてくる子どもたち**

の姿がなくなり、１人の子

どもも来なくなりました。

でも、マッサージを受けて

いない、隣のクラスでは、

何も変化はありませんでし

た。子どもたちもそのこと

に気づき、そして、効果は

どんどん大きくなっていきました」（校⻑ ヴィヴ・トゥームス） 

 

*訳者注：英国では学期の中間に、１週間の休みがある。 

手 

「子どもたちが互いに触れ合うことを始めると、垣

根が低くなって、和やかに打ち解けやすくなるので

す」 
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**訳者注：叱られたり謝罪の⾔葉を⾔うために校⻑室に送られてくる⼦どもたちのこ

とを言っていると思われる。 
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タックスウッド初等学校では、自尊心がまったく持てず危険な⾏動をとる18人の少年

が、哲学と、芸術と、演劇の短期集中コースを受けました。 

「私たちは、彼らにあまりに多くの学⼒を教え込もうとするのはやめて、自分が人と

してどんな人間であるのかということと、自分の持っている価値観について、集中す

るようにしたんです。私たち自身が情緒的にたくましくなって、生徒たちに対して情

緒的な安全性を与えようとしました。それは、川の中にいる誰かを助けようとして、

しっかりと自分の足を土手に保っておく必要があるというような感じです。――川の

中に⾃分も⼀緒になって沈んでしまうようでは、彼らを助けることはできないのです」 

 

 

リスター地域学校は、地域社会の中心となることをめざしています。学校には目の不

自由な生徒のための資源を備えていて、イギリス手話を使った授業を受けることがで

きます。エクステンデッド・サービスをすべて備えた学校になっていて、家族支援員

も雇っています。何でも備えた「ドロップ・イン・センター（⽴ち寄ってくつろいだ

り相談できる公共の施設）」を展開して、地域の親グループとつながりを持っていま

す。 

 

 

ハンプステッド学校では、ある少年が、最悪の家庭環境に置かれていました。 

「彼を支援するために、私たちは彼を体育の教員補助にして給料を⽀払いました。１

学期だけのことでしたが、かなり状況が変わりました」 

 

 

クレイグが病院にいた時、タックスウッド学校の先生が毎日彼を⾒舞いに⾏って、弁

当を食べさせました。彼が食べようとしたのはそれだけでした。というのは、それは

学校が出してくれるものだったからです。 

 

 

⾃閉症の児童がダビドー幼年学校に転校してきて、最初は本当に⼤変なことでした。

ある日、彼は、学校の中の遊び場で錯乱状態になりました。――私はなぜそうなった

か全然わからなかったのですが、ふと自閉症の子どもたちがどんな風に神経を高ぶら

せてしまうかという説明を講座で聞いたことを思い出しました。――いろんな音がど

んどん大きくなって、ぎらぎら光がまぶしく輝いてきたら、彼らにとっては、もうそ

れでいっぱいいっぱいになってしまうのですね。ちょっと下がって考えてみました。

「では、今日外でバーナビーの気持ちをこんなにかき乱してしまったのは、いつもと

何がどう違っているのだろう？」私は、今⽇遊び場に新しい⾃転⾞がはじめて出され

てきて、それで子どもたちがうれしくて大騒ぎしていることに気がつきました。――

多分この叫び声でバーナビーは気持ちをかき乱されてしまったのでしょう。彼はよく
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錯乱状態になって、地面に身体をぶつけたりしました。――どうしてこうなるのだろ

う、とまた私は考えました。そして、もし大きな箱があってその中に入ることができ

れば、彼は安心できるだろうと思ったのです。ただそれはあまり現実的ではなかった

ので、私たちは彼に毛布を１枚渡しました。彼は毛布にくるまって、それで気持ちを

静めました。毛布の中に入れば彼は安心できるようでした。他の子どもたちも、彼が

そんな風にカームダウンを必要とするような時には気づいて、『バーナビーの毛布を

取って』と言うようになりました。そのうち、バーナビーはもう毛布を必要としなく

なりました」（特別支援コーディネーター） 

 

 

ジョージグリーンズ学校では、

地域の芸術家が、退学させられ

そうになっている５人の子ども

たちを支援して、食堂の壁にデ

ザインをして絵を描かせました。

休憩時間やお昼休みに彼らは食

堂にはしごを⽴てて絵を描き、

その様子を他のみんなは⾒て、

どれだけ一生懸命に彼らが働い

ているかを知り、彼らがなしと

げたことに対して尊敬の気持ち

を抱くことになりました。 

 

 

ローランドヒルの教師たちは、こう語っています。 

「ここで仕事をするのは、本当に⾯⽩くて刺激的です。スタッフは多くの経験を積ん

でいて、とても協⼒的なチームです。もし私がどうしていいかわからなくなったら、

誰かに聞きます」「働く場としては、常に求められるところが多く、魅⼒的なところ

です。というのは、すべてのことを子どもたちのいるところに基礎を置いて作ってい

くのですから。子どもたちの姿を⾒て、彼らが何に興味を持っているかを感じ取り、

その周りに活動と学習を組み⽴てていくのです」 

  

退学させられそうになった５人の子どもたちが、

壁にデザインして、絵を描いた。 
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子どもたちは、自分たちの社会を

築き、世界を変えるスキルを与え

られている…… 
 

ンプステッド学校では、⼦どもたちに、イラク戦争について抱いている不安

を明らかにするように奨励しました。すると子どもたちは、「平和のために手

をあげよう」というプロジェクトを考え出し、イギリス全土の子どもたちに、くるっ

と自分の手の絵を

描いて、その中に戦

争と平和について

の自分の考えを書

き込むようにと呼

びかけました。何千

もの「手」が送られ

てきました。そこで、

それらの絵を棒に

貼って、自分たちの

政府が自分たちの

名のもとに⾏って

いることに対して、

子どもたちがどん

な風に感じている

のかを示すための

大規模な集会が開

催された日に、ハイ

ドパークに「植え」

られました。このプ

ロジェクトは、今で

は継続キャンペー

ンとなり、子どもた

ちが興味を感じるあらゆるテーマをカバーしています。この運営はすべて子どもたち

が⾏い、政治的参画と⺠主主義、そして社会全体での討論を奨励しています。また、

代替的公⺠権運動の授業を⼩学校に提供して、政治意識を引き上げ無関心を食い止め

ようとしています。 

ハ 

「無関心は、耳を傾けられることもなく捨て置かれた多くの

声の結果であり、何も言うことはないという多くの声の結果

ではないのです」 
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「まとめ役」 

 

ジョージグリーンズ学校では、異なる階級や少数

⺠族グループの間に良好な関係を促進する多くの

変化が学校の中では⾒られるにもかかわらず、⼀

歩外に出ると、対⽴や潜在的な暴⼒が相変わらず

起こっているということがわかりました。 

 

これをやめさせるために、学校は不良グループの

リーダーである若者を10⼈⾒つけ出しました。

そして、彼らを北アイルランドのベルファストへ連れて⾏き、⻑年にわたるカトリッ

クとプロテスタントの地域社会間の対⽴の結果を、彼らの目に直接⾒せました。そし

てその場で、彼らに紛争解決のスキルを教えました。学校に戻ると、このことで何か

違いが生まれるのではないかと、スタッフはワクワクしながら⾒ていました。 

 

休憩時間に子どもたちはいつものように自分たちのリーダーを探しに出て⾏き、リー

ダーの指示を待っていました。この⽇彼らが⾒たのは、リーダーたちが互いの体に腕

を回して輪になっている姿でした。リーダーたちはそうやって３分間無⾔で⽴ってい

て、互いに称賛し合ってから、静かに離れました。「これは平和の輪だ」とリーダー

たちは言いました。 

 

彼らは自分たちを「まとめ役」へと変化させ、そして今では年下の子どもたちにそん

なスキルを教えています。北イングランドへの旅は、もっと人数の多いグループで、

毎年繰り返し⾏われています。学校の⽂化が変わったのです。 

 

「暴⼒は決して解決につながらないことを私たちは学びました。暴⼒は、傷つきや破

壊をもたらすだけです」（ベン、ウォン、ジャスミナ） 
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生徒会 

 

ウェストブリッグフォード小学校

の生徒会に、休憩時間にサッカー

のボールにぶつかったという子ど

もたちからの苦情が多く寄せられ

てきました。そこで、生徒会の会

合でサッカーの問題について話し

合い、投票をすることに決めたと

ころ、過半数がサッカー禁止に票

を投じました。生徒会のリーダー

たちはサッカーのチームに入って

いて、この決定に自分が加わるの

は大変辛いと感じました。あるリ

ーダーは次のように言っています。 

 

「あれはひどかった。だって、僕

はいつだってサッカーをやりたいんだから。でも、その決定が多くの人にとってよい

ことで僕だけのためじゃないというのなら、それは認めないといけないよね」 

 

ハムザは、現在のリーダーの⼀⼈であるエイミーによって、来年の⽣徒会のリーダー

になるよう、たった今選ばれました。学校でこれまで問題を起こしたことがないから

自分が選ばれたとハムザは思っていますが、友人たちは彼が選ばれたのは次のような

理由だと思っています。 

 

「エイミーは、ハムザが、物事をよく⾒て、よく話を聞いて、意⾒を出すことがとて

もよくできると思ってるんだ」 

 

「自分が必要とされていると感じ

るのは、すてきなことです。時々

ベッドでのんびりしていたいと思

う時もあるけど、でも、そんな時

には次のように考えるんだ」と、

ハムザは言います。「みんなが学

校で僕を必要としているんだ」と。 

  

生徒会選挙の終了を祝うタックスウッド学校

の子どもたち 
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弱い者いじめがなくなって、行動

を手助けしてもらえる…… 
 

スターにあるヒーザーブルック小学校は、子どもたちの間のいじめの問題を

子どもたちが自分たち自身で解決できるよう勇気づけようと決めました。外

部からファシリテーターを呼んで、子どもたち20人に仲間どうしによる仲裁の訓練を

させました。20人の子どもたちの中にはいじめっ子やいじめの対象であった被害者も

いました。彼らはこのコースに参加申し込みをした後に、面接を受けて選ばれたので

す。その過程はすべて、ＢＢＣの「ひとつの命」シリーズの中の「弱い者いじめを打

ち砕け」という番組のために撮影されました。仲裁者の１人、８歳のジョーダンは次

のように言いました。「どういう風に人を仲直りさせられるかっていうと、それはち

ょっと魔法みたいだ。だって、いじめっ子だった子どもたちにやさしさを取り戻させ

てしまうんだから」 

レ 

「どういう風に人を仲直りさせられるかっていう

と、それはちょっと魔法みたいだ。だって、いじ

めっ子だった子どもたちにやさしさを取り戻させ

てしまうんだから」（ジョーダン ８歳） 
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ピアサポート 

 

ピアサポートは、やりたいと名乗

り出た子どもたちに、傾聴やコミ

ュニケーション、問題解決や対⽴

への対処法等のスキルの訓練を与

えて⾏います。ピアサポートによ

って、子どもたちがおとなの監督

する下で、学校に拠点を置いたプ

ロジェクトを通して、自分たちの

手で自分たちのために支援し合う

ことができるのです。この訓練は

通常学校外の⼈を⼊れて⾏われま

す。 

 

ノッティンガム市のいじめ対策サポートチームは、多くの学校と協働してこのような

プログラムを開発しています。サザック⼩学校では、⼦どもたちは、学校で年下の⼦

どもたちにどのように仲間としてかかわり支えるか、サポートチームから訓練を受け

ています。 

 

ウェストブリッグフォード小学校では、子どもたちが「問題を解決できる人」として

の訓練を受けています。ブライオニ・アンはこう説明します。 

 

「もし２人の子が仲たがいして、でも、先生には言いたくないと思ったら、私のとこ

ろに来ることができます。そうすると私は、『あなたたち２人の間に一体何が起こっ

たの？』とその子たちに聞きます。その子たち両方の話を聞いて、その子たちがどん

な風に感じているのか、そして、どうしたら２人の間がうまくいくだろうかと尋ねる

のです」 

 

ビッグウッド学校では、15人の子どもたちに訓練をしてピアカウンセラーにしました。

もし誰か子どもが何か話したいことがあれば、予約をお願いする伝票に記入して、学

校のあちこちに置いてある箱の中に入れます。そうすると、ピアカウンセラーの子ど

もが休憩時間や昼食時、あるいは放課後に、内々でその子に会うのです。 

 

「私は何ヶ月かいじめられていたんだけど、おとなに話すより同じ年の子に話したほ

うがうんと話しやすい気がしたの。ピアカウンセラーたちはそばにいてすてきな人た

ちで、いじめはなくなったの」（ビッグウッド学校 ９歳の⼥の⼦） 

サザック小学校の子どもたち 
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修復的正義 

 

ノッティンガム市の地方教育委

員会では、関係が非常に悪くな

った時に、被害者と害を与えた

者の双方を支援してお互いのこ

とをわかり合い、必要なら謝罪

を⾏って、お互いにこれまでと

は違う⾏動をすると同意するこ

とができるよう、修復的正義の

手法が用いられています。訓練

を受けたファシリテーターが当

事者のうち１人に次々と質問を

投げかけていき、それをもう１

人が聞くようにします。２人が

同意の書面に署名をして、この

過程は終了とされます。 

 

「この同意するということが重要でした。同意の中で、彼は悪口をやめると言って、

実際にそうしました。私の両親は、彼の両親に話をするのが好きでした。私はずっと

学校に⾏っていますし、満足しています。今ここから引っ越したいとは思いません」

（ノッティンガム中等学校 ９年級の⼥の⼦） 

 

「問題が整理されます。僕は自分がどれほど彼を苦しめたか気づかなかった。彼が話

しているのを聞くのは嫌な気分だった。いろいろよく考えてみて、その結果について

も考えた。みんな、停学や退学を処罰とは思わない。それは単に学校を休むだけ。も

し僕が停学とか退学にされていたなら、自分が何をしたのかということを僕は考えな

かっただろうね。顔を⾒て話すのは⾟かったけれど、そのおかげで問題が解決できた」

（ノッティンガム中等学校 ９年級の男の子） 

 

 

カークヒル小学校の生徒会は、責任を持っていじめに取り組もうと決めました。 

 

「私たちは、もしいじめられているのが自分であったらこんな風に取り扱ってほしい

と思うようなやり方で、いじめの状況に対処します。子どもたちに個別に原因は何か

と聞いて、いじめの原因と、どのようにしていじめが起こったかということを調べま

す。いじめられた子どもたちには、もしそんなことがまた起こったら、私たちのとこ

ビッグウッド学校のピアカウンセラーたち 
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ろに来るようにと言います。私たちは親たちのために市⺠の⼣べという集まりを開催

しました。というのは、適切な⾏動をおとなが取ってくれないことがあるからです。

おとなは、ただいじめられた人の話を聞くだけだったりします。しかし、いじめは、

いじめる側が以前に何かされたことに対する怒りであったり、何かの理由で彼らが取

り乱していたために起こることもあるのです」 
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子どもたちに両親にどんなことで助けてもらえるか聞いてみたところ…… 

子どもたちは次のように答えました。 

・何度もぎゅっと抱きしめて、寝る前に物語を読んでくれること（ケイリー） 

・家で「本読み」の宿題を手伝ってくれること（リッキー） 

・けんかしてうるさくしないでほしい（匿名!!） 

・時間に間に合うように学校に連れていってくれること（ベン） 

子どもたちは尊重され、信頼され、

子どもたちの考えていることは高

く評価される…… 
 

ックスウッドコミュニティー初等学校の校⻑は、すべての⼦どもたちは⾃分た

ち⾃⾝のことを考える⼒を持っていると強く信じています。この学校では、５

歳の子どもたちのために哲学の授業を⾏い、授業の中で「私たちはどうして死ぬのか？」

というような大きな問題を問いかけています。子どもたちの考えたことは記録に残し、

⼤切にされます。子どもたちは、すべての問いに一つの正しい答えがあるわけではな

いこと、すべての⼈の⾒⽅が⼤切だということを学びます。子どもたちは互いの考え

に対して意⾒を⾔うよう促されます。⼦どもたちは⾃分たちの実生活に関連する興味

深いテーマの「専門家」となるために、ドラマを使います。教師や子どもたちは皆研

究者とみなされます。学校は「探

究のコミュニティー」と呼ばれて

います。 

タ 
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エリスギルフォード中等学校では、子どもたちのグループが自発的に志願して、高レ

ベルの支援を必要とする子どもを援助してその子の将来を計画しようとしました。そ

の子どもはこの時に障害を持つおとなに支援に入ってもらうことを要請し、学校はそ

のようにとりはからうと同意しました。みんなは一緒にその子どもの過去の経験や知

⼒、能⼒、将来に対する希望と不安を調べるための⼀連の質問に答えました。そして

それから、彼⼥の夢をかなえる手助けをするための次のステップを考えて、彼⼥の夢

がかなうようにどういう風に支援できるかということを話しました。それらはすべて

「彼⼥のために⾏うべき⾏動計画」と名づけた⼀つの⼤きな絵に描き込まれました。

このすべての過程が、ＭＡＰ（Making Action Plans＝⾏動計画を作る）と呼ばれま

す。それは、誰かのために迷った時に道を⾒つけられるように地図を作るようなもの

なのです。グループのうちの何⼈かは、彼⼥が学校を出るまでずっと⼀緒の遊び仲間

になりました。 
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「大声で言わないでくだ

さい、先生！ それが決

まりです」 

ターブズグリーン⼩学校では、⾏動規範

を書面にして作っていて、その中で教職

員は子どもたちに向かって大声を出して

はいけないことになっています。これは

子どもたちを嘲りや恐怖から守ることを

目的としています。この学校では対⽴で

はなく話し合うことを信じているので

す。 

 

 

 

 

エリオット普通科学校で、身体障害を持つ12歳の子どもが、身の回りの世話とノート

テイクをしてくれるマンツーマンの介助員を必要としていました。学校では、いくつ

か思い違いもあった後で、この子どもが補助を⾏う⼈を⾃分で選び、⼼と身体に密着

した、個人的で、毎⽇変化するような彼⼥のニーズを満たしてくれるよう、訓練すべ

きだと認めました。学校は彼⼥に、仕事の詳細な内容とこんな人が欲しいということ

を書き出すように勧め、それを地元の新聞に出す求人広告のもとにして用いました。

そして、彼⼥は、⺟親と学校の教職員２人と共に、応募者を書⾯で選んだり⾯接を⾏

う手助けをしました。教職員も⺟親も当事者である子どもも、全員がこの人がいいと

一致して、その人が補助に入ることになりました。子どもも介助員も、互いに相手に

何を期待すべきかを理解していて、そのためによい関係を築くことができました。⼦

どもはまた、障害者として生きていくための重要な生活スキルを獲得することができ

ました。学校外の⽣活の中でも彼⼥はこのスキルを使えるようになって、地域の社会

福祉課からの直接払いを利⽤して、個⼈助⼿を雇っています。 

 

職務明細 

＝＝こうであってほしいこと、こうでは困るということ＝＝ 
1. 女性でないと困る。 

2. 子どもの気持ちがわかってくれる、年齢がそんなにいっていない人。 

3. 背骨がしっかりしていて、腕の強い人。 

4. 子どもの望んでいることをよく聞いて、その言い分を生かしてくれる人。 

5. 子どもを安全にしておくのにも「限界」があると知っていること。 

6. 子どもが自分の障害を一番よく知っているということを理解していること。 

7. 自身のために何が安全で何がそうでないかを、子どもに判断させてくれるこ

と。 
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8. 時々病気になるのがあたりまえというような人は困る。 

9. 権力がほしくて仕事をしたいというのは困る。 

10.放課後も喜んで残ってくれる人。（お金はちゃんと払います￡） 

11. 危険を及ぼすような上級生たちの行動がもしもあった時には、それを止めて

くれること。 

12. 子どもに次のようなことを決めさせてくれること： 子どもがどこに行きた

いか、いつ行きたいか、車椅子か。 
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ウェストブリッジフォード小学校には、お仕事チームがあります。子どもたちは学校

でやらないといけない仕事に志願します。志願した⼦どもたちは与えられた仕事を⾏

うべく責任を与えられ、誰も点検したりしません。ブライオニは、こう説明します。

「私たちはしっかり責任も負います。先生たちは１つの大きなチームで、お仕事チー

ムの子どもたちも１つのチームっていう感じ。ユニークで、特別で、本当の栄誉……

つまり、何か大きなものの一員に自分がなってる、という感じです。すべての人が何

かのことの一員となってかかわっている……というのが、この学校なんです」 

 

キャロルの仕事は、事務所にいくつかあるポットを洗うことです。彼⼥は次のように

言います。「変に聞こえるだろうけど、お友だちと一緒にこのお仕事をやっていて、

私、とても楽しいのよ」 

 

チャーリーは実験助手で、学校のデジタル写真の責任者です。次のように彼は言って

います。「毎週月曜日の成績達成集会で、僕は写真を撮って、証明書にその写真を入

れます。証明書を発⾏して、その証明書を教室に持って⾏って渡します。とても責任

を感じます。僕はデジタルカメラのモニターで、格好いいんです！」 
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学習は、すべての人にとって目的

のあることだ…… 
 

ラックバーン・カレッジでは、特別学校から転入してきた子どもたちは分けら

れて「配慮のある」クラスにとどめられるのではなく、個別の支援を受けなが

ら、その子どもたちの興味をかきたてて何をしたいかを⼦どもたちが⾒つけられるよ

うに、すべての普通クラスを⾒て回ります。目標はすべての生徒にとって同じであり、

⾼等教育に移⾏するか職を得ることです。理髪業など実際の雇⽤に備えるような実⽤

的な技術を習うことができます。 

ブ 

理髪業など実⽤的な技術を習うことができます。 
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ハンプステッド学校では、子どもたちの障害

を「治そう」としたり、彼らが難しいと思う

ようなことを教えるのに重点を置いたりしま

せん。それよりもむしろ、子どもたちが皆自

分の持っている才能や技術や興味を、それが

どんな「レベル」でも、できる限り高いレベ

ルに発展させられるように支援しています。 

 

 

「ソフィアは、ハンプステッド学校にやってきたはじめてのダウン症児です。彼⼥は、

⺟親がここに来させたいと思ったので、この学校にやってきました。私たちは、彼⼥

が得意な抽象芸術に重点的に取り組みました。彼⼥は⼀般中等教育修了証（GCSE）

で第１級の評価を得て、Ａレベル試験でＡを得ました。彼⼥は今⼤学で美術と製版で

高等国家ディプロマＨＮＤ*に取り組んでいます。 

*ＨＮＤ＝Higher National Diploma 

 

 

ニッキー・クレーンは、14歳でブラックバーン・カレッジに⾏きました。彼は「障害

があまりに重い」と言われて、普通学校から排除されてしまったのです。個別の計画

表が彼のために用意され、多くのことを彼は学びました。21歳になった今、彼は音楽

ショップでサポート付きの仕事を得て、コンピューターのスプレッドシートに⼊⼒し

てシートミュージッ

クのカタログ作成の

手伝いをしています。 
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ハンプステッド学校では、中等学校高等部の子どもたち

が「エンビジョン」という団体を作り、環境問題に取り

組んでいます。彼らは南アフリカの地球サミットに⾏っ

て環境問題について語り合い、世界中から集まってきた

環境活動家に会いました。 

 

 

 

 

エンビジョンの原則 

1. すべての人の中にはプラスの変化を作り出そうとする願いと能⼒がある。 

――必要とされるのは、ただ機会である。 

2. ⾏動を通して学ぶのは、単に教えられて学ぶだけよりうんと効果的である。 

3. プラスの変化は、変化を生み出している個人や団体の実例からもたらされる。 

――「さざ波効果」である。 

 

 

「エンビジョン」はロンドンにある５つの学校で試⾏され、続いて40の学校や大学に

拡大されました。そして、国のプロジェクトにされようとしています。この活動は創

⽴者たちが運営し、理事会には環境保護や社会改善、教育やビジネス界の著名⼈が名

を連ねています。 
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親たちも巻き込んで、尊重され、

支えられる…… 
 

のためのインクルージョン・グループは、安全で、思いやりにあふれ、

支えとなってくれるような雰囲気です。そんな雰囲気に助けられて、私

は学校について不安に思っていることを話したり、うまくいっていることを称賛した

りできました。もう⼀度ママになったような気がして、子どもの未来を考えることが

できるようになって、おびえることはもうなくなりました。本当の障害は何だったの

か、わかってきました。障害となっているのは、――モリーではなく――何百年にも

わたって作り上げられてきて、今なお存在する、差別的な態度なのです。（親 アン

ジー・ノースウッド） 

両親 

「もう⼀度ママになったような気がするんです」 
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ジュビリー学校では、子どもが

学習⾯や⾏動⾯で困難を持って

いるのではないかと心配してい

る親たち全員を、定期的に開か

れるサポートグループに招待し

ています。グループを指導する

ファシリテーターは、親たちが

どんなことを心配していて、ど

んなことが役に⽴ってくれると

思っているかを話せるように手

助けします。子どもが抱えてい

る問題のことで決して子どもを

責めてはいけないということを、

親が思い出せるよう、ファシリ

テーターは何度も⼿助けしてい

きます。集まりの後半には特別

支援教育の教師が中に入って、

その教師に対して、親たちは学

校が自分の子どものためにどん

な支援をしてくれたらいいと思

っているかを知らせるように促

されます。⼀緒に⾏動計画を作

っていくのです。この「インク

ルージョン・グループ」は、「イ

ンクルージョンを求める親たち 

Parents for Inclusion」という第三者機関が支援しています。子どもたちの困難が大

きな問題になって排除の恐れを引き起こす前に解決できるよう、手助けしているので

す。 

 

 

ローランドヒル⼦どもセンターの校⻑は、⾃分の担当している幼稚園にやって来るに

は⼦どもがまだ⼩さいような障害児の親たちに、⼦どもを連れて⾏って気持ちよく受

け入れてもらえ、インクルーシブな幼稚園がどんなところであるか学べるような場が

必要だと気がつきました。特別学校でしか受け入れてもらえないと親たちに思ってほ

しくはないと校⻑は考えました。そこで、「よちよちさんオポテュニティー親支援グ

ループ Toddler Opportunity Parent Support Group（ＴＯＰｓ）」というインクルー

シブなプレイグループを作りました。しばらくして、校⻑は、もっと⼩さな⼦どもの

親たちも、⼦どもができることよりできないことの⽅に注意を向けがちな医者や医療

『学校の「インクルージョン・グループ」って、

どんなもの？』 

 

あなたのお子さんは、すてきなスターなんです！

やって来て、⾒つけてくださいね。 
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専門家たちにうまく対処していくために支援が必要で

あると気がつきました。そこで、障害を持つ赤ちゃん

の家族のための「赤ちゃんオポテュニティー親サポー

トグループ Baby Opportunity Parent Support Group

（ＢＯＰｓ）」を始めました。さらに、傘下の幼稚園を

出てすばらしい成功を得て普通学校に入学していく子

どもたちの⽀援を⾏い、78もある幼年施設にはたらき

かけて、もっとインクルーシブな施設にするようにし

ています。ある親は、次のように言っています。 

 

「先⽣はご存知でしょうか。先⽣は私の⼈⽣の暗⿊面

を明るく変えてくれたのです」 

 

 

 

 

クリーブズ学校は子どもたちの学校であると同時におとなのための地域学校です。学

校は親たちがソーシャルワーカーに出会える場であり、地域のカウンセラーが学校で

⾯談を⾏います。学校では、介護者グループ、アジアの⼥性サポートグループや、英

語とコンピューターの学習グループを開催しています。 

 

 

ダビドー幼年学校では、親たちは

いつも歓迎されていると感じるこ

とができます。 

 

「解決の鍵は、『もしこれが自分の

子どもであったなら、私は自分の

子が必要とされていないところに

⾏かせたくないと思うだろう』と

考えることです」 

 

 

タックスウッド初等学校では、親

たちが運営する「果物と野菜クラ

ブ」を支援しています。親たちは

果物と野菜を扱う卸売業者に連絡

して、卸値でいろいろなものを買

タックスウッド・コミュニティー・プレイグラウンド・

マーケット 「とれたての、新鮮な野菜を、売ってい

ます。どうぞご利⽤ください……」 
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います。注文をした親たちには７ポンドの袋を作り、⾦曜⽇の授業の終了時に運動場

で市場を開きます。目的は、健康的な食生活を奨励し、より多くの親たちが学校に来

るようにすることです。 

 

 

ターブズグリーン学校では、すべての教師は自分のクラスの子どもたち一人一人に挨

拶をして迎え、さようならを言って送り出すことになっています。教師たちは子ども

たちと一緒に外に出ます。そうして毎日両親に会うのです。 

 

「私たちは地位にしがみついたりしません。私たちは親御さんたちに信頼してもらい、

子どもたちのために共に動いてほしいのです」 
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以下の皆様に、心からお礼申し上げます。 

（協⼒校⼀覧） 

 

Big Wood School 

Blacburn College 

Bluecoat School 

Cleves Primary School 

Cottesbrooke Infant School 

Davigdor Infant School 

Ellis Guilford School 

Elliot School 

Garden Primary School 

George Green’s School 

Hampstead School 

Heatherbrook Primary School 

Jubilee Primary School 

Kings Avenue Primary School 

Kirkhill Primary School 

Lister Community School 

Rowland Hill Centre for Childhood 

Southwark Primary School 

Tuckswood Community First School 

Turves Green Primary School 

West Bridgford Junior School 

 

（参考連絡先） 

ABS 

The Anti-Bullying Support Team 

City of Nottingham Education Department 

Tel: 0115 9150940 

 

CSIE 

The Centre for Studies on Inclusive Education 

New Redland, Frenchay Campus 

Coldharbour Lane 

Bristol BS16 1QU 

Tel: 0117 328 4007 

Website: www.inclusion.org.uk 

 

DEE 

Disability Equality in Education 

Unit GL, Leroy House 

436 Essex Road 

London N1 3QP 

Tel: 020 7359 2855 

Website: www.diseed.org.uk 
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Envision 

Website: www.envision.org.uk 

 

Hands Up For.... 

Website: www.messengers.org.uk 

 

Inclusive Solutions 

49 Northcliffe Avenue 

Nottingham NG3 6DA 

Tel: 0115 955 6045 

Website: www.inclusive-solutions.com 

 

MISP 

Massage in Schools Programme 

Website: www.massageinschools.com 

 

Parents for Inclusion 

Unit 2, 70 South Lambeth Road 

London SW8 1RL 

Tel: 020 7735 7735 

Website: www.parentsforinclusion.org 

 

 

インクルーシブ教育の理論と実践に関する出版物通信販売の広範囲に及ぶ一覧は、以

下をご参照ください。 

www.diseed.org.uk 

www.inclusion.com 
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